
　
現
在
の
施
設
は
築
40
年
を
超
え
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
病

院
そ
の
も
の
の
医
療
機
能
の
低
下
が
心
配
さ
れ
、
新
し
い
医
療
や
快

適
な
空
間
の
提
供
が
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
市
民
に
信
頼
さ

れ
る
良
質
な
医
療
を
継
続
的
に
提
供
し
続
け
る
た
め
、
ま
た
、
地
域

的
な
人
口
減
少
・
年
齢
構
成
の
変
化
に
対
し
、
適
正
規
模
へ
の
見
直

し
も
含
め
、
平
成
29
年
春
の
竣
工
を
目
指
し
、
仙
北
市
立
角
館
総
合

病
院
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

信
頼
さ
れ
る
良
質
な
医
療
を
提
供
し
続
け
る
た
め
に

新
病
院
建
設
事
業
概
要

新病院建設事業概要

角
館
総
合
病
院

角館総合病院

病
院
経
営
は
黒
字
維
持
を
努
力

　

今
後
の
病
院
経
営
等
に
つ
い
て
は
、
平
成
25

年
度
末
で
15
億
７
０
０
万
円
の
累
積
欠
損
金
が

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
の
多
く
は
減
価
償
却
費
で

あ
り
、
現
金
支
出
を
伴
わ
な
い
費
用
と
な
り
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
が
危
惧
さ
れ
る
負
債
と
は

全
く
異
な
る
も
の
で
す
。
減
価
償
却
費
を
除
い

た
収
支
に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
の
病
院
建
設
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46

角
館
バ
イ
パ
ス

角館駅

至大曲

至盛岡

至秋田

武
家
屋
敷
通
り

工
事
中

現角館総合病院
落合運動公園
落合野球場

市道
岩瀬北野線

新角館総合病院

玄関から見た院内のイメージ

【新病院事業概要】

構造　鉄筋コンクリート造地上 4 階建（一部鉄骨）

延床面積　16,034.17 ㎡　　　建築面積　  9,256.49 ㎡

新病院標榜科目（14 科目）
消化器内科・呼吸器内科・循環器内科・外科・脳
神経外科・整形外科・耳鼻咽喉科・産婦人科・小
児科・精神科・眼科・泌尿器科・皮膚科・歯科

病床数　一般病床 170 床　精神病床 36 床

老
朽
化
し
た
現
病
院
で
は
中
核
病
院

の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
困
難

　

角
館
総
合
病
院
は
、
救
急
患
者
の
受
け
入
れ

や
年
間
約
８
万
人
の
入
院
患
者
と
14
万
５
千
人

の
外
来
患
者
が
利
用
し
て
い
る
仙
北
市
の
基
幹

的
医
療
機
関
で
す
。
ま
た
、
災
害
拠
点
病
院
に

指
定
さ
れ
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
（
災
害
派
遣
医
療
チ
ー

ム
）
も
結
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
建
築
後
40
～
50
年
た
っ
て
老
朽
化

は
進
み
、
新
た
な
医
療
機
器
を
導
入
す
る
に
も

手
狭
に
な
っ
て
い
ま
す
。
経
営
的
に
も
、
人
口

減
少
な
ど
に
よ
り
患
者
数
は
徐
々
に
減
り
、
病

床
利
用
率
も
低
下
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

年
間
数
百
万
円
か
ら
数
千
万
円
の
純
損
失
を
計

上
す
る
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
か
ら
病
院
に
対
す

る
様
々
な
意
見
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ご
意

見
箱
の
設
置
や
患
者
満
足
度
ア
ン
ケ
ー
ト
も
実

施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
中
で
多
く
の
方
が

不
満
と
感
じ
て
い
る
項
目
と
し
て
、
診
察
や
会

計
ま
で
の
待
ち
時
間
が
長
い
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

に
配
慮
さ
れ
て
い
な
い
、
駐
車
場
が
狭
い
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
病
院
ス
タ
ッ
フ

の
言
葉
遣
い
や
接
遇
に
不
満
を
訴
え
る
意
見
も

あ
り
ま
す
。

　

山
積
し
た
課
題
の
解
決
に
向
け
、
市
民
に
信

頼
さ
れ
、
良
質
な
医
療
を
継
続
的
に
提
供
し
続

け
る
た
め
に
、
新
築
に
よ
る
施
設
整
備
が
必
要

な
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

予
定
年
度
以
降
も
黒
字
を
維
持
し
、
内
部
留
保

も
確
保
で
き
る
試
算
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今

後
さ
ら
に
収
益
の
向
上
策
や
経
常
経
費
の
見
直

し
、
歳
出
の
抑
制
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

新
病
院
は
わ
か
り
や
す
く
快
適
に
！

　

さ
て
、
新
病
院
は
ど
の
よ
う
な
計
画
か
、
一
部

を
ご
紹
介
し
ま
す
。
新
し
い
病
院
に
向
か
う
と
、

駐
車
場
中
央
入
口
か
ら
玄
関
前
の
大
お
お
び
さ
し
庇
ま
で
直
線

で
結
ば
れ
、
わ
か
り
や
す
い
動
線
で
入
口
に
入
る

事
が
で
き
ま
す
。

　

新
病
院
の
入
口
の
ロ
ビ
ー
前
か
ら
外
来
、
リ

ハ
ビ
リ
ゾ
ー
ン
ま
で
、
広
い
通
路
（
ホ
ス
ピ
タ

ル
ス
ト
リ
ー
ト
）
を
採
用
し
、
認
識
し
や
す
く
、

込
み
合
う
時
間
帯
で
も
目
的
の
診
察
、
診
療
室

等
へ
向
か
う
事
が
可
能
で
す
。
外
来
患
者
さ
ん

の
利
用
す
る
診
療
部
門
を
全
て
１
階
に
配
置

し
、
上
下
階
の
移
動
を
す
る
こ
と
な
く
、
診
療
・

検
査
・
会
計
を
済
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
、
移
動

負
担
が
軽
減
で
き
ま
す
。
待
合
は
南
側
か
ら
の

採
光
も
確
保
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
病
院
に
導
入
が
予
定
さ
れ
る
院
内

情
報
シ
ス
テ
ム
が
本
格
稼
働
し
た
場
合
、
診
察

時
・
会
計
時
の
待
ち
時
間
が
緩
和
さ
れ
ま
す
。

新
病
院
の
基
本
理
念

　

新
病
院
は
、
市
の
基
幹
病
院
と
し
て
市
民
の

生
命
・
健
康
を
守
る
た
め
、
急
性
期
医
療
※
を

中
心
と
し
た
一
般
病
床
と
精
神
病
床
で
構
成
さ

れ
ま
す
。
救
急
医
療
や
地
域
に
不
足
し
て
い
る

小
児
科
・
産
婦
人
科
・
成
人
病
対
策
医
療
を
効

率
的
に
提
供
で
き
る
よ
う
整
備
し
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
ま
で
の
長
期
事
業
で
、
医
師
・
看

護
師
ほ
か
、
病
院
ス
タ
ッ
フ
が
一
丸
と
な
っ
て
市

民
の
皆
さ
ん
に
信
頼
さ
れ
る
病
院
に
な
り
ま
す
。

※
急
性
期
医
療
：「
病
気
の
進
行
を
止
め
る
」「
病
気
の

回
復
が
見
込
め
る
目
処
を
つ
け
る
」
ま
で
の
間
提
供

す
る
医
療
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大曲仙北医師会角館ブロック会 

会長代行　鬼川 温氏

市立角館総合病院の新築・移転への期待

　大曲・仙北二次医療圏における中核病院

である仙北組合総合病院が、昨年 5 月に大

曲厚生医療センターとして新築・移転した

のは記憶に新しいところです。建物・設備のみならず、診療内容

もより充実し、医師会としても心強く思っております。

　その一方、仙北市は広大な面積を持ち、田沢湖地区・西木地区

には大曲厚生医療センターまで片道 1 時間以上かかる地域が存在

します。したがって市民の皆さんへ十分な医療を提供する上で、

市立角館総合病院は必要不可欠な存在です。にもかかわらず、建

物の老朽化や手狭さは如何ともし難いものがありました。

　このたび、新病院建築費の補正予算が市議会で可決され、建築

工事が始まる見込みに成りました事は、誠に悦ばしく思いますと

共に安堵致しております。

　しかしながら昨今の医療情勢は厳しく、新病院が軌道に乗るた

めには市民の皆さんのご協力が不可欠です。新病院に期待される

のはもちろんですが、皆さんの力で新病院を大きく育てていただ

く事を切にお願い申し上げます。

　医師会と致しましても、病院と開業医との間の病診連携をより

緊密に進め、地域医療を守っていく所存です。

【
新
病
院
建
設
事
業
の
進
捗
状
況
】

平
成
22
年
３
月　

市
立
角
館
総
合
病
院
新
病
院
基
本
構
想
を

元
に
事
業
化
を
開
始
。

平
成
23
年
５
月　

市
立
角
館
総
合
病
院
建
設
用
地
選
定
検
討
委

員
会
を
設
置
し
、建
設
用
地
の
検
討
を
開
始
。

平
成
23
年
９
月　

右
記 

建
設
用
地
選
定
検
討
委
員
会
よ
り
建

設
用
地
を
答
申
。（
現
建
設
地
・
南
高
跡
地
）

　
　
　
　
　
　
　

※
同
時
期
に
、
秋
田
県
よ
り
高
等
学
校
再
編
に
つ
い

て
の
計
画
発
表
が
有
り
現
在
の
建
設
用
地
に
決
定
。

平
成
24
年
７
月　

仙
北
市
病
院
事
業
構
想
・
市
立
角
館
総
合

病
院
基
本
計
画
策
定
委
員
会
設
置
要
綱
を

制
定
、
新
病
院
建
設
に
つ
い
て
の
基
本
設

計
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
手
続
き
と
評
価
基
準
等

の
明
確
化
を
行
う
。

平
成
24
年
12
月　

新
病
院
基
本
設
計
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
よ
り

㈱
佐
藤
総
合
計
画
東
北
事
務
所
を
最
適
任

者
と
し
て
決
定
。
翌
年
１
月 

㈱
佐
藤
総
合

計
画
東
北
事
務
所
と
基
本
設
計
業
務
委
託

契
約
を
締
結
。

平
成
25
年
９
月　

市
立
角
館
総
合
病
院
基
本
設
計
業
務
委
託

完
了
。
新
病
院
の
基
本
配
置
が
決
定
。

平
成
25
年
10
月　

仙
北
市
議
会
特
別
委
員
会
で
新
病
院
基
本
設

計
が
了
承
。
同
月
、
実
施
設
計
業
務
委
託

を
㈱
佐
藤
総
合
計
画
東
北
事
務
所
と
締
結
。

平
成
26
年
５
月　

新
病
院
実
施
設
計
が
完
了
。
そ
の
後
、
同

年
７
月
に
建
築
確
認
申
請
許
可
を
取
得
。

平
成
26
年
９
月　

入
札
会
予
定
も
参
加
各
社
辞
退
に
よ
り
中

止
。
そ
の
後
、
現
在
の
建
設
市
況
を
踏
ま

え
、
再
度
建
築
工
事
費
を
算
定
。

平
成
26
年
12
月　

仙
北
市
議
会
に
増
額
し
た
建
築
工
事
費
の

補
正
案
を
提
示
、
市
議
会
本
会
議
で
の
議

案
可
決
に
よ
り
、
新
病
院
建
築
工
事
に
つ

い
て
の
入
札
を
12
月
22
日
付
け
で
公
告
。

平
成
27
年
１
月　

入
札
会
を
開
催
。
２
社
が
応
札
し
、
㈱
安

藤･

間 

東
北
支
店
が
落
札
候
補
者
と
な
る
。

 
 

 

【３】施設内部計画 

 

  ４．病室計画 

   1）快適な病室計画 

    ・医療ガス、コンセント、スイッチ、ナースコール等は患者さんの頭上ではなく、ベッドサイド縦型に配置し、

スタッフや患者さんの利便性の向上を図ります。またベッドに横になったまま外部を見ることができるよう

窓腰高さを低くし、患者さんの療養環境の向上を図ります。 

    ・壁や収納棚には木調の材料を使用し、家庭的でやすらぎのある環境づくりをおこないます。 

   2）4 床室 

    ・ベッドサイドリハビリや看護・診療等のスペースを十分確保します。またベッド間隔を十分確保することで、

感染防止にも配慮した計画とします。 

    ・病室の療養環境加算 8 ㎡/床以上を確保します。 

   3）1 床室 

    ・ベッドサイドに家族や診察用のスペースを確保した奥行きのある構成とします。 

   4）特定（重症個室） 

    ・ベッドまわりの処置スペースを充分に確保し、医療機器の設置がしやすい計画とします。 

    ・外部窓側にモニター器材等が置けるカウンターを設け、病室スペースの有効利用と重症対応が可能な計画と

します。 

   5）特別 1 床室 

    ・十分な診療スペースに加え、トイレ、ミニキッチン、浴室などを設置し、木質系のインテリアを採用した、

アメニティの高い特別病室とします。 

   6）個室率 

    ・メンタルヘルス病棟を除いた４看護単位(170 床)での個室数は 50 床となり、個室率 29.4％を確保します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  柱 700 角 

  ① 0.33×5.16 ＝ 1.7028 

  ② 4.7525×5.885 ＝ 27.968 

  ③ 0.755×0.7425 ＝ 0.56 

  ④ 0.87×2.00 ＝ 1.74 

  ⑤ 0.755×0.8825 ＝ 0.666 

             32.6368 

 （断熱材 30 ㎜、ﾎﾞｰﾄﾞ 12.5 ㎜×2 枚） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４床室内観イメージ 
（ロッカー、床頭台は備品） 

病室構成表 

E
小児 婦人科 産科 整形外科泌尿器科循環器科 眼科 脳外科 外科 消化器科

メンタル
ヘルス科

１床 2 2 5 4 2 6 2 3 5 16

特定床 1 2 1 6 2 1

特室 1 1

LDR 2

感染症 2 1

保護室 3

２床 4 2

４床 4 3 4 2 5 2 5 4

４床（亜急性期） 1 1

計（床/科） 2 3 7 30 14 29 10 31 13 31 36

計（床/看護単位） 36

A B C D

42 43 41 44

１床室平面図 ４床室平面図 

8 ㎡/床算定図 

１床室平面図（WC 付）

Ｐ９  
 

 

【４】仕上げ・仕様概要 

 

  ２．内部計画 

   1）色彩計画 

    ・医療を機能的に行うための環境をつくるとともに、利用する人々に快適な印象を与え、患者さんの不安を

和らげる環境をつくります。 

    ・患者さんや外来者の不安や緊張感を和らげるため、落ち着きのある色彩や素材の質感が感じられる内

装材を採用します。 

    ・光庭を介して自然光を積極的に取り入れ、明るくシンプルで清潔感のあるデザインを基本とします。 

    ・長く安心して利用できる素材に機能･清掃性を加味し、流行に左右されること無く飽きの来ないシン

プルな色彩選定を基本とします。 

   2）内観計画 

    ・建物内部は自然光を積極的に取り入れ、明るくシンプルで清潔感のあるデザインを基本とし、ユニバーサル

デザインの徹底を図ります。 

    ・訪れる患者さんや外来者の不安や緊張感を和らげるため、落着きのある色彩や素材の質感が感じられる内装

材を採用し、外装、植栽、サイン等とも調和させた計画とします。 

 

   1．パブリックゾーン → 街の要素を併せ持つ場 

    ・エントランスは明るく自然な色合い・素材で構成し、安心感を得られる空間をつくります。 

    ・分かりやすい色相の変化と統一による、識別性・サイン性のある空間とします。 

     色分布位置 ： 伝統的な、味わい深い、温厚な 

 

   ２．外来・診療エリア ⇒ 治療の場 

    ・外来エリアは患者さんの不安を和らげ、落ち着きを感じることができる雰囲気をつくります。 

    ・診療エリアは安らぎを感じる仕上げの配色とします。 

     色分布位置 ： やすらいだ、うるおいのある 

 

   ３．病棟エリア ⇒ 生活の場 

    ・病棟は患者さんにとっての生活空間となるため、家庭的で落ち着きのある色彩や質感のある材料を使用し、住

環境としての快適性に配慮した計画とします。 

色分布位置 ： 家庭的な、くつろいだ 

 

   ４．スタッフエリア ⇒ 機能的活動とコミュニケーションの場 

    ・執務諸室は機能性を重視した上で、メンテナンス性に配慮し、清潔でさわやかな配色とします。 

スタッフ間のコミュニケーションの場は、潤いのある安らいだ配色でリラックスできる空間をつくります。 

色分布位置 ： 清潔な、さわやかな、やすらいだ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外来受付から待合、主出入り口を見た内観イメージ 

スタッフエリア 

外来･診療エリア 

病棟エリア 

パブリックゾーン 

出展：（株）日本カラー研究所 
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一般用エレベータ
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小児科、産婦人科、整形外科病棟

外科、消化器内科病棟

泌尿器科、循環器内科病棟

眼科、脳神経外科病棟

外科、消化器内科病棟

泌尿器科、循環器内科病棟

手術部
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病棟
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医事課
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リネン SPD

放射線科

レストラン

一般用エレベータ

薬剤科

内視鏡

採血
光庭

光庭
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光庭

時間外
外来入口

救急
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守

車椅子
玄関
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病室内観イメージ

外来受付から待合、主出入り口を見た内観イメージ

1 階平面図 ▼

正面入口から総合受付前の広さをそのままに外来診察、
透析、リハビリテーションへと続く広い通路（ホスピタ
ルストリート）を設け、各診察部門前には受付を配置し
ています。検査や放射線撮影も含めて、外来の受診から
支払まで全て 1 階のフロアで済ますことが可能です。

（１階・２階とも完全なバリアフリー建物です）
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一般病床の集約と手術部門のみで構成され、静
かな環境で療養いただけます。看護ステーショ
ンが中央に集約されていることで、緊急時など、
他病棟から看護師の応援要請 ･ 連携する際に素
早い対応が可能となります。また、エレベーター
を降りた廊下の先にラウンジを設け、入院患者
さんとご家族のだんらんができます。

仙北市病院事業管理者　宮川 信

市立角館総合病院の移転新築について

　仙北市病院事業の運営につきましては、

日頃から格別なるご支援ご協力をいただき

厚くお礼申し上げます。仙北市病院事業は、

ご承知のとおり、市立角館総合病院・市立

田沢湖病院の 2 つの病院事業が 1 つになっており、市内を中心に

地域医療を担ってまいりたいと思っております。

　角館総合病院は、施設の老朽化から、患者さまの良好な療養環

境の提供、高度化する医療技術や患者ニーズの多様化に対応する

ことが喫緊の課題でありました。

　現在の老朽化した施設では限界があることから、地域の中核病

院および災害拠点病院としての機能整備を充実するため、移転新

築することといたしました。

　この移転新築整備は、地域の皆さんに一層の安心・安全を提供

できる地域医療の充実を図るためのもので、結果として、病院事

業全体の健全経営に結びつくものと思っております。

　病院事業職員一丸となって安定した地域医療の提供体制を構築

し、今後、ますます医療の質を高め、救急医療にも力を注ぎなが

ら「患者さまのための医療」すなわち、良質の医療、効率的に、

地域住民の目線にたった医療を提供してまいりたいと思います。

　また、今後はそれぞれの病院、診療所が単体ではなく、地域全

体の中でそれぞれの専門分野に特化した診療を担う時代になって

きていますので、地域の医療機関とのさらなる連携を図ってまい

りたいと考えております。よろしくお願い申し上げます。

市立角館総合病院 看護部長   菅原 智恵子

私達は、患者さん中心の医療を提供し、

皆さんに信頼される病院を目指します

　市立角館総合病院理念のもと、看護部は

患者さんの検査から治療ヘと連なる一連の

診療援助と、患者さんが過ごされる空間の

環境整備を 24 時間絶え間なく行っております。

　移転新築計画について、看護師の立場で議論を重ねる中で看護

師としての新病院の輪郭が見えてまいりました。新病院において

は、「患者さんに快適な空間を提供すること」そして、「職員一人

ひとりがこの病院で仕事ができる事を幸せと思えること」を各部

門と連携して取り組んでまいります。

　平成 25 年 6 月より市民の皆さんからのご助言もあり、患者さん

退院時アンケートを実施しております。厳しいご意見もございます

が、多くの方々から「良く頑張っているね」「応援しています」な

どのお言葉を頂き、私共スタッフの励みになっております。ご意

見や苦情については真摯に対応し接遇の向上に努めてまいります。

　何より今が大切と考え地域に根差した看護目標を設定し平成 29

年新病院の姿とともに、「おもてなし」をキーワードに開催される東

京オリンピックに肖って「看護の心 = おもてなしの心」ホスピタリ

ティ溢れる看護を実感していただけるよう日々努力してまいります。

今後とも皆さんのご支援とご協力をよろしくお願い申し上げます。

市立角館総合病院 院長　西野 克寛

角館総合病院の新築移転後の役割と近未来

　懸案の新築移転が実現間近となり、改めて

皆さんの多面的ご支援に感謝申し上げます。

　新病院には災害時対応、平時の安全安心

な医療提供と質向上が求められ、周辺の病

院や診療所との連携、医療スタッフの結集が必須で、平成 19 年院長

就任から診療科目の維持を前提に、以上のことを念頭に 3 つの自共

助の事業に取組んでいます。1) 基幹型臨床研修病院指定と運用、診

療向上のため　2) 大腸がんに関する厚労省班研究事業（工藤進英班

長）　3) スーパードクター（脳血管内治療の坂井信幸、松本康史等）

の 10 年間招聘と脳卒中後の機能回復の国際会議の定期開催です。

　次第に他大学や医療機関と交流が深まり、現在、消化器 3 名含む

開院以来最多の内科医師 7 名、内科外科系を両輪とする診療体制が

整いつつあります。2) は秋田県大腸がん死率を長年の 2 位から平成

26 年には 9 位とし、世界初の自動診断能内蔵型内視鏡での治療が期

待されます。3) の血管内治療の権威、坂井信幸部長は 10 年間仙北

市住民を多数救い、当院に県内 4 人目（県南初）の専門医を育て、

残りの重要課題は循環器科の常勤化と認知症対策です。

　今後、仙北市では高齢化と人口減少は待ったなしで、足下を見据

えた将来展望が必要です。平成 26 年の国際福祉大学調査では東北で

医療、介護とも余裕有に選ばれた秋田周辺医療圏と横手医療圏に隣

接する大仙仙北医療圏の中核病院である当院は、県南医療を補完で

きることを示唆します。今回の病院新築は絶好のチャンスで、仙北

市の未来への投資です。以上、開院前夜の当院の現状と方向性の一

部をご紹介しました。今後とも地域に愛される病院づくりを目指し

ますので、格別のご指導ご支援をよろしくお願い申し上げます。
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